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１．はじめに 

近年、インフラの老朽化や頻発する災害に対応す

るための効率的で効果的なインフラのモニタリング

技術の開発が求められている。政府の総合科学技

術・イノベーション会議は、SIP（Cross-ministerial 

Strategic Innovation Promotion Program、戦略的

イノベーション創造プログラム）を創設し、その中

でインフラ維持管理・更新・マネジメントの技術開

発に取り組んでいる。国総研では、その中の個別課

題「衛星SARによる地盤および構造物の変状を広域か

つ早期に検知する変位モニタリング手法の開発」に

おいて、主にダムを対象として衛星SARによる効率的

で効果的なモニタリングの技術開発を実施している。 

２．研究の概要  

衛星SARは人工衛星に搭載されたレーダにより地

表面の変動を広域に観測（図－1）することが可能で

あるため、1つの観測データに含まれる複数のダムの

変位を一度に計測できる。また、衛星SARはレーダの

反射を利用するため、地表面に観測計器を設置する

ことなく観測データを取得することができる。衛星

SARは1～10m程度の高い空間解像度で地表の変動を

面的に計測することが可能であるため、従来の測量

や巡視点検では見逃す可能性のある微小な変状の兆

候もとらえることができる可能性がある。 

 これまでに、沖縄県にある5基のロックフィルダム

を対象に、衛星SAR「だいち」の観測データを用いて

ロックフィルダムの変形量を精度良く計測するため

の技術開発を実施した（図－2）。衛星SARにより約4

年間の5ダムの変位量を計測し、測量やGPSとの変位

量と比較したところ、平均誤差が約5mmの結果が得ら

れた。 

 

図－1 衛星SARによる変位計測の概念図1） 
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図－2 衛星SARによるダムの変位計測事例 

 

３．今後の予定 

今後も、引き続き変位の計測精度の向上や、衛星

SARの面データと測量等の点データを組み合わせて

お互いの長所を活用した効率的で効果的なダムの変

位モニタリングの技術開発に取り組むとともに、実

用化に向けて主に直轄のダムを対象として試行を行

う予定である。 

【参考】 

1) 国土地理院：干渉SARホームページ 
http://vldb.gsi.go.jp/sokuchi/sar/ 
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１．はじめに 

道路事業において希少な動植物や生態系を保全す

るために様々な調査や環境保全措置が実施されてい

るが、密猟・盗掘防止等の観点からその結果や経緯

は公表されにくい。そのため、国総研では環境保全

措置の事例を収集・分析し、効果の高い保全措置を

明らかにするとともに、より効果的な保全技術を実

証試験により確立するための取り組みを行っている。 

２．植物に対する環境保全措置の分析 

環境保全措置の分析の１事例として、植物につい

ての分析事例を紹介する。 

道路事業において希少な植物種の生育地の回避が

困難な場合、用地内に生育する希少種を移植する事

例が多く見られる。そこで、植物種ごとに移植後の

活着率（移植した株が移植先で生育し続けた割合）

を整理した。その結果、多年草（個体として複数年

生存する草本）全体では良好な活着率であった。し

かし、ラン科のキンラン属では移植実績が多いもの

の活着率が年々低くなる傾向が判明した（図1）。 

一方、キンラン属の個別移植事例の分析から、菌

根菌および他の樹木との共生関係を考慮して移植先

を選定する等により良好な活着率が得た成功事例が

あったため、国総研では成功事例にもとづいた移植

技術の実証実験を行い、移植・保全手法の確立を図

っているところである。 

３．分布推定モデルによる移植・移設適地選定 

環境保全措置として植物の移植・動物の移設を行

う場合、その移植・移設先選定にあたっては、現状

では、生育･生息地が定性的に似た環境を選定してい

るのが実状である。近年、植生や地形等の環境情報

から、対象種の生息環境の質や生息ポテンシャルを

面的に予測・評価する分布推定モデル（図2）に注目

が集まっており、これを活用して移植・移設先の候

補地を定量的に評価し選定する手法を検討している。 

４．成果の活用 

国総研で収集した事例のうち、今後の自然環境保

全措置の検討のうえで参考となる環境保全措置の事

例、科学的知見が蓄積されつつある猛禽類の保全お

よび哺乳類に対する道路横断施設の設置に関する環

境把握技術・評価手法を整理し、国総研資料として

2016年3月に発行予定である。 

☞詳細情報はこちら 
1) 長谷川啓一, 大城温, 神田真由美, 井上隆司, 上野裕

介:「全国の道路事業における植物移植の実施状況の分

析およびラン科植物を事例とした移植手法に関する一

考察」, 環境システム研究論文発表会講演集, Vol.42, 

pp.177-184, 2014. 

2) 大城温, 長谷川啓一, 上野裕介, 井上隆司:「動植物の

移植・移設先の選定を目的とした生物分布推定モデル3

種の比較」, 環境システム研究論文発表会講演集, 

Vol.43, pp.153-158, 2015. 
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図1 移植株の活着率の推移 ラン科除く多年草（左）キンラン属（右） 

図2 分布推定モデルによる
ニホンアカガエルの生息ポ
テンシャルの推定事例 
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